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平成 22年６月期 業績予想の修正に関するお知らせ 

平成22年６月期（平成21年６月21日～平成22年６月20日）の業績予想について、平成21年７月

31日付当社「平成21年６月期 決算短信」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正い

たします。 

記 
1.平成 22 年６月期第２四半期業績予想数値の修正（平成 21 年６月 21 日～平成 21 年 12 月 20 日） 

 (1)連結業績                                                             （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
19,570 462 507 279 

円 銭

9,152 34

今回修正予想（Ｂ） 19,600 535 660 345 11,133 34

増減額（Ｂ―Ａ） 30 73 153 66 

増減率（％） 0.2 15.8 30.2 23.7 

（ご参考） 

前年同期実績（平成 21

年６月期第２四半期） 

18,087 451 506 174 5,711 07

 

 

2.業績予想の修正理由 

(1)第２四半期累計期間の業績予想の修正理由 

 第２四半期累計期間におきましては、景気の後退局面が続いており、また雇用情勢の急激な悪

化などから、個人消費は一層厳しく推移いたしました。 

 このような状況のなか、当社グループはドラッグストアを福井県に２店舗、メガドラッグスト

アを岐阜県に１店舗出店する堅実な店舗展開で、より強固なドミナントエリア構築に邁進し、固

定客への販売促進企画や週末ポイント２倍デー等により、安定して地域のお客様のご支援を得て

まいりました。 

 また、利益面に関しましては、新型インフルエンザの感染拡大に伴う関連商品の販売好調や、

化粧品等を中心としたプロモーション売場構築による提案営業を推進したことから収益性が向

上し、販管費に関しましては、新規出店設備の効率的な調達等により設備費等を抑制することが



できました。 

その他、今期首より実施してきた物流改革によって物流センターの収益性が向上し、営業外収

益が増加いたしました。 

 上記の理由から、売上高は 19,600 百万円、営業利益は 535 百万円、経常利益は 660 百万円、

当期純利益は 345 百万円と当初計画を上回る見込みとなり、業績予想を修正することといたしま

した。 

 なお、ドラッグストア業界を取り巻く環境は、所得の低迷により個人消費が回復の兆しを見せ

ていないことや異業種からの参入等による更なる競争の激化が予想される事から、売上高は減少

することが懸念されます。このような状況から、当社は期初に計画した売上高の確保に向け、販

売促進企画等の営業施策を図ってまいります。それらによって販管費が増加する事が予想されま

すので、通期の連結業績予想は売上高、利益ともに修正いたしません。 
 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり 

 ます。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


